
１． 主　　　催 （一社）和歌山県サッカー協会

２． 主　　　管 （一社）和歌山県サッカー協会　　　4種委員会  、㈱テレビ和歌山

３． 後　　　援 日本ハム株式会社

４． 特別協賛 株式会社オークワ　

５． 協　　　力 株式会社モルテン

６． 日　　　時

７． 会　　　場

８． 参加資格 １）　２０１９年度（公財）日本サッカー協会四種に加盟登録したチームと選手であること。

２）　本大会中に同一選手が異なる「加盟チーム」に移籍後、再び参加はできない。

3)　参加申し込みを６月２日（日 ）20時までに、キックオフから申込みを済ませたチーム。

４）　参加資格に違反した場合は、そのチームの出場を認めない。その場合は対戦相手の不戦勝とする。

５）　ブロック予選にエントリーしていた選手に限る（16名に満たない場合は当該チームより補充できる）

９． チーム構成 ・選手１６名以内、引率者指導者は、参加申し込み時の登録５名の内３名以内がベンチ入りが出来る。

１０． 参加条件 １）　参加チームは必ずスポーツ障害保険に加入していること。

２）　参加費 ８，０００円。

１１． 競技方法 １）　８人制サッカー大会

２）　各ブロック代表２チームの１６チームでノックアウト方式で、順位を決める。

３）　試合時間は４０分（２０分ー５分ー２０分）。

　　　規定の競技時間内に勝敗が決しない場合は、３人制によるPK戦で決める。

　　　決勝戦のみ、１０分間の（５分-５分）延長戦を行う。尚、決しない場合は3人制のPK戦で勝敗を決める。

１２． 表彰 ・優勝チームにはトロフィー、賞状とオークワカップ、２位、３位、４位チームにもトロフィーと賞状を授与する

１３． 競技規則 (公財)日本サッカー協会　2018/2019年日本サッカー協会競技規則に準ずる

　また「８人制サッカー競技規則」を適用　　　　　　

１４． 競技規定 １）　使用球は４号検定球で主催者が準備する。

２）  競技者の数、８名（８名に満たない場合は、試合は行わず　0対３　として敗戦したものとみなす。

　　 試合中に８名に満たなくなった場合は、そのまま続行する。）

　　 交代要員８名とし、８名までの自由な交代制を適用する。

３）　ベンチに入ることが出来る人数は１１名（交代８名・登録指導者３名以内）

４） 引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。また、内1名以上が

　　 日本サッカー協会公認コーチ資格（Ｄ級以上）を有しベンチ入りする事

　　 また、指導者ライセンス証を提示する事（スマホ、タブレットでの確認可）

５）　交代で退く競技者は交代ゾーンからフィールドの外に出て、交代要員は、交代ゾーンから

　 　フィールドに入り競技者となる。交代はボールがインプレー中、アウトオブプレー中に関わらず

     行う事が出来る。GKの交代は、アウトオブプレー中に、主審に申し入れる。

６）　審判は主審、副審の３人制とする。(審判の判定に対しての異議申し立ては受け入れない)

　　　準決勝、決勝戦は、第4審を配置し、4人制とする。

７）　負傷した競技者の負傷の程度を確かめるために入場を許される引率者の数は２名以内とする

　　　　　　　　第１３回オークワカップ　WTV小学生サッカー大会　

　　　　　　　　兼　第４3回和歌山県小学生サッカー選手権　和歌山県大会　実施要項  　　　　　

２０１９年６月１５日（土）・１６日（日）

紀三井寺公園球技場・補助競技場（天然芝）



８）　本大会に参加する選手は、電子登録証の写し（写真が登録されたもの）をコピーし持参

  　 すること。登録証が確認出来ない場合は、試合に出場できない。

　　選手証 とは、JFA、 WEB登録システム「 登録システム「 KICKOFF」から出力した選手証 」

　　から出力した選手証・  登録選手一覧 を印刷したもの

９）　ユニフォームは参加申込にて登録したユニフォームを着用すること。　チームは試合会場に正・副２組の　

 　　ユニフォームを持参しなければならない。（その他、ユニフォーム規定に準ずる）

　　また、ユニフォームが同色の場合は、組み合わせ表上側チームを優先権を与える

１０）　競技フィールドは、縦（６８ｍ）、横（５０ｍ）、ペナルティエリア（１２ｍ）

  　　　ペナルティーマーク（８ｍ）、センターサークル（半径７ｍ）、ゴール

　　　　エリア（４ｍ）、ゴールは、少年用（幅５ｍ、高さ２．１５ｍ）

１１）　ユニフォームは、正・副同色でないユニフォームを各1組ずつ持参する事

１２）　競技者が退場を命じられ場合は、そのチームの交代要員の中から

 　　　競技者を補充することが出来る。補充している間は、試合を停止する。

１３）　大会期間中警告を２回受けた者は次の１試合に出場出来ない。

１４）　退場を命じられた競技者は、次の1試合に出場出来ない。それ以降の処置について

　 　　（悪質な場合）は、本大会規律委員会（和歌山県サッカー協会４種委員会）で協議し

　 　　和歌山県サッカー協会規律委員会に報告し判断を委ねる。　　　　　　　　　　　

１５）　試合中のベンチは、ベンチからピッチに向かって組み合わせ表上のチームは左側とする。

１５． その他 １）　大会期間中の負傷等については、応急手当は、致しますが、それ以後の責任は負わない。

２）　メンバー表の提出は、試合時間の３０分前までに大会本部に提出する。

３）　指導者のライセンス証、選手登録証及び選手の爪のチェックは、受付終了後にチーム単位で行う。

５）　今大会の上位４チームは、日本ハムカップ関西少年サッカー大会に出場できる権利を与える。

　　（関西大会は、9月7日、8日　　会場：Ｊグリーン堺）

６）　①大会中の気象変動時は、試合開始時間の変更もある。警報等の発令時は、４種委員会

　 　　 各委員で協議し、最終４種委員長が決定する。

　　 ②試合中に異常気象に直面した場合は、30分間待機しそれ以降進展のない場合は、試合が

　　　　半分以上終了している場合は、その時点の成績で勝敗を決める。それ以外は当該チームで

　　　　抽選し次戦へ進む権利を決める。

７）　熱中症対策について

　　①大会期間中、気温上昇により熱中症対策が必要な場合は運営担当者と４種委員長が協議して

　　　熱中症対策を講じる事の判断をし、審判と両チームに伝える。

　　②大会/試合中の規制（当日の対応） 会場にWBGT計を準備し、計測する。

　　　ＷBGT=25℃以上の場合は、『熱中症対策』を講じる。

　　　試合中の飲水タイムを取るまた、熱さ指数が上昇する場合は、クーリングブレイクを実施する

[Cooling Break/ｸｰリングﾌﾞﾚｲｸ］

　　前後半1回ずつ、それぞれの半分の時間が経過した頃に3分間の[Cooling Break]を設定し、

　　選手と審判員は以下の行動をとる。

　　　① 日影にあるベンチに入り、休む。

　　　② 氷・アイスパック等でカラダ(頸部・脇下・鼠径部)を冷やし、必要に応じて着替えをする。

　　　③ 水だけでなくスポーツドリンク等を飲む。

８）　不測の事態（悪天候や災害等）が起こった場合、大会運営担当と協議の上、大会責任者

　　　(和歌山県サッカー協会４種委員長)の判断のもと不測の事態に対応する。

４）　ゴミ類は、各チームで、必ず持ち帰って下さい。


